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福祉サービス第三者評価結果（総括表） 

 

① 第三者評価機関名       

一般社団法人 いばらき社会福祉サポート 

                                 

② 施設・事業所情報 

名称： すずの丘保育園 種別：保育所 

代表者氏名：安藤成男 定員（利用人数）：    120名 

所在地： 茨城県神栖市砂山 1014-451 

TEL：0479-21-3001 
ホ ー ム ペ ー ジ ：

https://suzuwa.ed.jp/suzunooka 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日 2018年 4月 1日 

経営法人・設置法人（法人名等）： 社会福祉法人鈴和福祉会 

職員数 常勤職員：   15 名 非常勤職員：   22 名 

専門職員 保育士  23名 調理師 2名 

 栄養士  2名  

 看護師  1名  

施設・設備の 

概要 

⑤福祉施設・設備の概要 

＊施設の平面図等は、別途添付  

居室・設備等 定員・面積等 

乳児室（０歳児） 27.47 

ほふく室１（１歳児） 33.95 

ほふく室２（１歳児） 33.95 

２歳児保育室 30.71 

２歳児保育室 30.71 

３歳児保育室 59.87 

４歳児保育室 59.87 

５歳児保育室 59.87 

遊戯室（ホール） 119.92 

調乳室 3.31 

沐浴室 4.96 

調理室 31.46 

職員室 37.26 

医務室 3.1 

2歳児未満幼児用 

トイレ１ 14.9 

2歳児未満幼児用 

トイレ２ 14.9 

 

https://suzuwa.ed.jp/suzunooka
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2歳児以上幼児用 

トイレ１ 23.18 

2歳児以上幼児用 

トイレ２ 14.49 

職員・幼児用トイレ 12.06 

休憩室 13.24 

調理休憩室 11.38 

倉庫 17.39 

外部倉庫１ 7.63 

外部倉庫１ 6.21 

延べ床面積（㎡） 997.03 

  

 

③ 理念・基本方針 

【理念】・思いやりの心を育む 

・自分で考え行動し生きる力を育む 

・個性を大切にしのびのびと生活する 

 

【基本方針】・縦割り保育を通して社会性を育てる 

・子どもの意欲を育てながら、やる気持ちを大切にし、見守る。 

・個性を大切にし、発達に応じた関わりを持つ 

 

④ 施設・事業所の特徴的な取組 

当園では、子ども一人ひとりが安心して自分らしく過ごせるよう、保育の質の向上に日々取

り組んでいます。職員の資質向上のために園外研修へ積極的に参加し、新しい保育の考え方

や実践方法を学んでいます。研修で得た学びは園内研修や職員会議で共有し、意見交換を行

いながら保育内容の改善に活かしています。 

保育環境の面では、コーナー保育や異年齢交流を通じて、子どもが自ら選び、考え、遊びを

広げられるよう工夫しています。「主体的に遊ぶ力」を育てるために、多様な遊びの場や素材

を用意し、一人ひとりの興味や発達に応じた環境づくりを心がけています。 

また、地域に根ざした園づくりを目指し、近隣企業への見学会や地域行事への参加などを通

して、子どもたちが社会と関わる経験を大切にしています。これらの活動は、地域の方々と

の交流を深めるとともに、子どもの社会性や思いやりの心を育む機会となっています。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和 7年 11月 4日（契約日）～ 

令和 8年 3月 12日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期） ・受審回数：（  0  ）回 ※今回を除く 

 

・直近の受審年度：平成（    ）年度 
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⑥総評 

◇特に評価の高い点 

当該法人は、同市内に３か所の保育園を経営するとともに、「子育て支援センター」を併設し

ながら、地域の子どもの福祉拠点として適切な運営となるよう日々努めています。理事長等

は３園の園長が適切な法令遵守に取り組めるように、適切な情報提供ができる管理体制を構

築しています。 

 

・日々の保育活動においては、主体性保育（コーナー保育・選択制保育）による、子どもの

興味や関心に基づいた遊びの展開を支援しています。 

 

・以上児に関しては、興味や関心が地域社会へ向けられるように園外保育に力を入れていま

す。地域の企業や工場への見学やバス遠足による体験学習の実施は、子どもの視点を広げる

ことに寄与しています。こうした体験や経験を通じて子どもの興味や関心を広げることによ

り、遊びのなかでの発想や工夫にも子ども自身の主体性を発揮することが出来ています。 

 

・職員のワーク・ライフ・バランスに配慮した勤務体制が取られています。職員間の風通し

が良く、明るく前向きな保育を子どもたちに提供しています。 

 

◇改善を求められる点 

・地域貢献に関しては、職員が施設周辺のごみ拾いや子どもの絵画を地元の商店街へ提供

し展示するなど、地域の活性化に寄与しているところですが、地域の交流センターなどの施

設を利用したり高齢者施設等との交流を深める活動に取り組むなど、より身近な地域とのつ

ながりが持てるような活動に期待します。 

 

・保護者への事業計画等の説明の実施にあたっては、福祉的な支援が必要な保護者にも分

かりやすい資料等を作成することを期待します。 

 

・地域のボランティアや実習生の受入れについて、これからの実績が期待されます。ボラ

ンティアとの交流は地域との交流につながるほか、実習生の受入れは次世代の保育実践者の

育成にもなりますので今後に期待します。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

  第三者評価の受審は、園の保育と運営を客観的な視点から振り返る貴重な機

会となりました。率直なご意見やご助言を真摯に受け止め、今後の事業計画に着

実に活かしてまいりたいと思います。 

地域貢献の面では、市役所・社会福祉協議会・商工会などの関係機関との連携

をさらに深め、地域交流をより積極的に推進してまいります。保護者の方々だけ

でなく、地域の皆様とも触れ合える機会を積極的に設け、地域に開かれた保育園

づくりを進めてまいります。 

地域ボランティアの受け入れについては、市役所等へ積極的に働きかけを行い、

幅広い方々をお迎えできる体制を整えてまいります。実習生の受け入れに関して
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は、専門学校や短大等に直接出向くなど、人材育成への貢献も視野に入れながら

取り組んでまいります。令和 7 年度より開始した地域企業への見学活動も継続的

に実施し、園児の興味・関心をさらに広げていきたいと考えております。 

主体性保育の推進につきましては、まだ発展途上の段階にあることを謙虚に受

け止めております。できることから着実に実践を積み重ね、丁寧に検証を重ねな

がら保育の質を高めてまいります。子どもたちが自ら考え、選び、表現できる環

境づくりを大切にしながら、保育のさらなる充実に努めてまいります。 

引き続き、職員一同が力を合わせ、こどもたちの最善の利益を第一に考えた保

育を実践してまいりたいと思います。 

 

 

⑧評価細目の第三者評価結果（別紙） 

 

 


